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名古屋大学レクチャー 2017参加申込書

〒464-8601  名古屋大学  高等研究院
TEL（052）788-6153  
ホームページ   http://www.iar.nagoya-u.ac.jp
電子メール  iar@adm.nagoya-u.ac.jp

申込締切　 2017年8月 28日（月） 必着

＊全ての欄にご記入ください

希望人数

職業・所属

名（本人含む）

地下鉄名城線「名古屋大学」駅下車、2番出口すぐ
駐車場は準備していませんので、公共交通機関をご利用ください。

上記Webページにアクセスしていただき、
申込フォームより、申込ください。
左記に必要事項を記入し、郵送（別紙も可）
してください（1応募4名様）

応募多数の場合は、抽選にて、参加者を決めさせていただきます。
ご参加いただける方には、はがきにて通知させていただきます。
※通知はがきのない方の入場は出来ません。

　名古屋大学は、イベント等へお申し込みいただいた方個人に関する情
報（以下、「個人情報」といいます）について、個人情報保護法及び関連す
るその他の法令・規範を遵守し、適切な保護と厳正な管理に努めます。
　なお、名古屋大学は一般の方を対象としたイベントを随時開催してい
ますので、希望される方には可能な限りE-mailによりイベント情報をお
送りします。希望される方は、左記にチェック願います。

携帯用QRコード

1.  中・高校生  　 2.  大学生
3.  社会人　       ４.  その他

※該当する番号に◯をつけてください

名古屋大学レクチャー2017
生命存続の基本原理を紐解く

　「名古屋大学レクチャー」は、名古屋大学にゆかりのある世界最高水準の高名な研究者の講演を広く一般市民の皆様に

も公開して、学問の先端「知」に触れて頂くものです。

　地球上には人間をはじめ様々な動物や植物、さらには目に見えない小さな微生物まで、多種多様な生物が生命活動を

営んでいます。また、地球には北極や南極などの極寒地もあれば赤道直下の灼熱地、海もあればほとんど雨の降らない

乾燥地もあります。しかしそのすべての環境で生き物たちはうまく適応し、生命を繋いでいます。

　生物の基本単位は細胞ですので、「生きる」ということは細胞が分裂をして増えていくことに他なりません。細胞が分裂

するときには生命の設計図と呼ばれる「DNA」を正確に複製して、分裂して増えた細胞にもそれを受け継ぎます。つまり

DNAの複製は生命存続のための根本的な現象といえます。

　本年の名古屋大学レクチャー2017では、岡崎恒子博士と篠崎一雄博士にご登壇いただきます。岡崎恒子博士（文化功

労者）は、岡崎令治博士とともにDNAが不連続複製されていくときにできる「岡崎フラグメント」を発見された方です。

「岡崎フラグメント」は世界中の生物学の教科書に記述されているほど重要なもので、名古屋大学が世界に誇る研究成果

の１つとなっています。篠崎一雄博士（文化功労者）は岡崎研究室出身で、植物の環境ストレス応答の研究に進まれ、乾

燥ストレス応答と耐性獲得機構の解明をされました。乾燥ストレスは世界の農業生産を脅かす最も深刻な環境要因の１

つですので、篠崎博士の研究成果のインパクトは非常に高く、今後の応用展開が期待されています。

 このような生命存続の基本原理にかかわる素晴らしい研究成果がどのように生まれたのか。当時の時代背景なども織り

交ぜながら、わかりやすく講演いただきます。また、名古屋大学の専門家の先生に解説講演もお願いしてあります。この

機会をどうぞお見逃しなく、存分にお楽しみください。


